
　

安
定
し
た
政
治
・
社
会
情
勢
を
背
景
に
、
ベ
ト
ナ

ム
は
、
堅
調
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２

０
２
０
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
３
％
増
と
東
南
ア
ジ
ア
で

唯
一
の
プ
ラ
ス
成
長
を
記
録
し
、
２
０
２
１
年
上
期

は
約
５
％
増
へ
と
回
復
を
加
速
し
た
。
同
国
は
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
位
置
す
る
地
理
的

優
位
性
を
備
え
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
お
よ
び
先
進
的
な
協

定
）加
盟
な
ど
を
通
じ
て
外
国
企
業
の
誘
致
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
結
果
、
近
年
、
市
場

お
よ
び
生
産
拠
点
と
し
て
の
ベ
ト
ナ
ム
の
重
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。　

　

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
は
貿
易
投
資
、
観
光
往
来
な
ど

で
強
く
結
び
付
き
、
互
い
に
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
経
団
連
で
は
日
本
ベ
ト
ナ
ム
経
済
委

員
会
を
中
心
に
、
日
越
経
済
関
係
の
さ
ら
な
る
拡

大
・
深
化
に
向
け
て
、
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
特
徴

　

２
０
０
３
年
開
始
の
「
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
を
目

的
と
し
た
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
官
民
間
の
枠
組
み
で

あ
る
。
日
本
企
業
を
含
む
外
国
企
業
が
当
地
で
事
業

活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
う
え
で
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府

が
改
善
す
べ
き
法
制
度
な
ど
の
課
題
を
両
国
の
官
民

が
抽
出
し
、
具
体
的
な
対
応
方
針
を
取
り
ま
と
め
、

期
間
を
定
め
て
進
捗
状
況
を
共
同
で
確
認
す
る
画
期

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
相
手
国
政
府
に
と
っ
て
耳

の
痛
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
在

ベ
ト
ナ
ム
の
日
本
企
業
と
大
使
館
が
連
携
し
て
ベ
ト

ナ
ム
の
関
係
省
庁
と
粘
り
強
い
議
論
を
行
っ
た
結
果
、

制
度
イ
ン
フ
ラ
、
社
会
・
産
業
イ
ン
フ
ラ
等
に
関
わ

る
課
題
が
徐
々
に
解
決
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
成
果
を
達
成
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
も
、

自
国
の
事
業
環
境
上
の
課
題
解
決
の
必
要
性
を
理
解

し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
改
善
に
努
め
て
き
て
お
り
、

そ
の
真
摯
な
姿
勢
に
深
い
敬
意
を
表
し
た
い
。

ベ
ト
ナ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
に

向
け
た
両
国
官
民
に
よ
る

取
り
組
み
を
推
進

─
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
第
８
フ
ェ
ー
ズ
キ
ッ
ク
オ
フ
会
合
を
開
催
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越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
第
８
フ
ェ
ー
ズ
の
開
始
が

宣
言
さ
れ
た
。
本
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
11
の
テ
ー
マ

（
①
判
例
制
度
・
競
争
制
度
・
民
事
執
行
制
度
、 

②
投
資
法
・
企
業
法
、
③
労
働
環
境
、
④
Ｐ
Ｐ
Ｐ
法
、

⑤
証
券
市
場
・
国
営
企
業
改
革
、
⑥
グ
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
⑦
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
促
進
・
普
及
、
⑧
土
地
分

野
に
関
す
る
協
力
、
⑨
裾
野
産
業
、
⑩
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
、
⑪
人
材
育
成
）を
巡
り
、
２
０
２
２
年
の
中

間
評
価
、
２
０
２
３
年
の
最
終
評
価
に
向
け
て
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
に
向
け
て

　

今
回
、
有
識
者
と
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
慶
應

義
塾
大
学
の
木
村
福
成
教
授
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
課
題

と
し
て
中
進
国
の
罠
の
克
服
を
挙
げ
、
多
様
な
産

業
・
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
日
越
が
安

定
し
た
通
商
関
係
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
や
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
等
の
多
国
間
連
携
を
含
む
両
国
の

協
力
は
極
め
て
重
要
と
指
摘
し
た
。

　

日
越
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、
本
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
今
回
の
会

合
を
通
じ
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
首
脳
の
日
本
の
官
民
に

対
す
る
強
い
信
頼
感
と
と
も
に
、
経
済
分
野
を
は
じ

め
両
国
の
協
力
関
係
を
一
層
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う

強
い
意
欲
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

両
国
は
、
第
８
フ
ェ
ー
ズ
の
最
終
評
価
会
合
が
予

定
さ
れ
る
２
０
２
３
年
に
外
交
関
係
樹
立
50
周
年
を

迎
え
る
。
日
本
ベ
ト
ナ
ム
経
済
委
員
会
で
は
引
き
続

き
、
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
へ
の
協
力
な
ど
、

ベ
ト
ナ
ム
と
の
経
済
関
係
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
、 

第
８
フ
ェ
ー
ズ
へ
の
期
待
を
表
明

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
両
国
の
往
来
が
ま
ま

な
ら
ず
、
今
回
の
第
８
フ
ェ
ー
ズ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
会

合
は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
開

催
さ
れ
た
。
共
同
議
長
を
務
め
る
グ
エ
ン
・
チ
ー
・

ズ
ン
計
画
投
資
大
臣
、
山
田
滝
雄
駐
ベ
ト
ナ
ム
日
本

国
大
使
、
我
々
日
本
ベ
ト
ナ
ム
経
済
委
員
長
な
ど
両

国
合
わ
せ
て
約
３
５
０
名
が
参
加
し
、
盛
会
で
あ
っ

た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
側
を
代
表
し
て
ズ
ン
計
画
投
資
大
臣
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
の
ワ
ク
チ
ン
・
医
療
機
器

支
援
に
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
日
越
共
同
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
政
策
策
定
や
投
資
環
境

の
改
善
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
発
言
し
た
。
ま

た
、
本
フ
ェ
ー
ズ
を
通
じ
、
工
業
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
、
Ｄ
Ｘ
等
に
お
け
る
日
本
の
協
力
に
期
待
し
、

日
本
企
業
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
旨
、
言
及
し

た
。

　

続
い
て
、
ド
ー
・
ニ
ャ
ッ
ト
・
ホ
ア
ン
外
国
投
資

庁
長
官
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、

日
本
企
業
の
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
多

く
の
項
目
で
改
善
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム

政
府
の
投
資
環
境
改
善
へ
の
決
意
の
表
れ
で
あ
る
と

し
た
。
ま
た
、
本
フ
ェ
ー
ズ
で
は
ベ
ト
ナ
ム
側
の
関

心
事
項
を
踏
ま
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
人
材
育
成

な
ど
の
新
た
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
透
明
性
・
競
争
性
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
と
の
考

え
を
示
し
た
。

　

日
本
側
か
ら
は
、
山
田
滝
雄
駐
ベ
ト
ナ
ム
大
使
が
、

本
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
全
て
の
行
動
計
画
が
達
成

さ
れ
る
よ
う
願
う
と
述
べ
た
う
え
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
と
対
等
な
立
場
で
の
議
論
が
継
続
さ
れ
る
こ

と
へ
の
期
待
を
示
し
た
。
ま
た
、
経
団
連
日
本
ベ
ト

ナ
ム
経
済
委
員
会
を
代
表
し
、
我
々
か
ら
は
、
①
日

越
は
経
済
を
は
じ
め
多
面
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

関
係
を
構
築
し
て
き
た
こ
と
、
②
コ
ロ
ナ
は
、
企
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
ベ

ト
ナ
ム
の
重
要
性
を
改
め
て
顕
在
化
さ
せ
た
こ
と
、

③
日
越
経
済
関
係
の
発
展
の
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
一
層
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
等
に
言
及
し
、

日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
第
８
フ
ェ
ー
ズ
の
着
実

な
進
展
に
大
い
に
期
待
す
る
旨
を
強
調
し
た
。

第
８
フ
ェ
ー
ズ
の
開
始
を
宣
言

　

本
会
合
で
は
、
日
越
双
方
が
今
後
の
取
り
組
み
の

方
向
性
を
確
認
・
共
有
し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
会
合
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、

日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
の
両
会
場
で
署
名
式
を
行
い
、
日

日越共同イニシアティブ署名式の模様
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